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そこで､本研究では､学生の ｢数学を学ぶ価値捜Jと ｢牧草を学.Sこ眉度｣との相関を網空し､算数 .数
学教育に携わろうとしている学生の井野向上にjEするための規定研究を行う.














































































































5A4(%) 4 3 2a2(%) 1
論哩的有軍用考性力のの強さ 5 0(%) 0(%) 0(%)
4 4 20 2 10 2


































5 日 3 2B0(%ー 1
追哩帆有思用考性力のの強さ 5 A4(%) 2(%) 0(%) 0(%)
4 30 6 2 0 0




























5Al4(%) 4 3 2B2(%) ー
計暮処有理用能性力のの#さ 5 2(%) 0(%) 0(%)
4 32 16 0 ○ 0
































5A6(%) 4 3 280(%) 1
Zi哩帆EB 5 0(%) 0(%) 0(%)
4 34 4 0 0 0
有心用考性力のの強さ 3 6C24 2 0 0D2 0























5Al4(%) 4 3 2B2(%) 1
汁i処有理用能性力のの強さ 5 2(%) 0(%) 0(%)
4 36 12 0 0 0






























5A4(%) 4 3 2a0(%) 十
追哩帆有思用考性力のの強さ 5 2(%) 0(%) 0(%)
4 28 8 2 0 0





























5A6(%) 4 3 2ら2(%) ー
汁雷処有理用能性力のの強さ 5 0ー(%) 0(%) 0(%)
4 26 22 0 0 0








































f l4(%) 4 3 2 1
論哩帆有思用考性力のの請さ 5 2(%) 0(%ー Bo(%)fO(%,
4 30 8 0 0 0
































5A6(%) 4 3 2B2(帆) 1
計算処有理用能性力のの強さ 5 [0(%) 0(%) ○(%)0
4 38 10 0 0










































5A2(%) 4 3 2B0(%) 1
読哩帆有思用考性力のの強さ 5 4(%) 0(%) 0(%)
4 24 12 0 2 0








































5AlO(%) 4 3 2日0(%) 1
汁I処有理用能性力のの強さ 5 8(%) 0(%) 0(%)
4 26 16 2 4 0



































5A6(%) 4 3 280(%) 1
追哩狗有田 5 0(%) 0(%) 0(%)
4 34 4 0 0 0
′1ヽ用キ性力ののAさ 3 8C34 0 0 0D0 0
































5Al8(%) 4 3 2ら0(%) 1
汁I処 5 0(%) 0(%) 0(%)4 40 8 0 0 0
有理用野性力のの強さ 3 4C20 0 0 0D 0








































5A4(%) 4 3 2ら0(%) 11
始哩帆有思用考性力のの強さ 5 2(%) 0(%) 0(%)
4 20 14 0 2 0



































5AI0(%) 4 3 280(%) 1計 5 8(%) 0(%) 0(%)
井処有理用能性力のの強さ 4 22 22 0 4 03 2C1 - 2 0D2 02 8 0
Aブロックバターンの学生は､計暮処理能力の有
用性の意資が強く､スキル重視の態度も強い学生で
ある｡この型の学生は62%と予想通り多い｡コン
ピュー タや屯卓の普及しf=今日にあっても､一低限
必要な基本的な計羊技能の習得は大切であると考え
ている学生であろう｡
Bフロックパターンは.計耳処理能力の有用性の
窓掛ま強いが､スキル重視の態度は低い学生である｡
t卓等により計井技能の習熟Jf減が叫ばれている今
日､この型の学生が多いと予想したが､これに抜当
する学生はわずか4%と少ないのは意外であったで
あった｡
Cブロックバタ-ンの学生は,計井処理能力の有
用性の意鼓は低いが､スキル重視の態度は強い｡こ
の型の学生は24%であった｡何のためにスキルを
重視しようとするのか意図不明な学生であり､電卓
等の音及によって計井指導がどう変わらなければな
らないかを見定めて欲しいものである｡
Dフロックバターンは.計井処理能力の有用性の
壬故も低く､スキル重視の態度も低い学生である｡､
コンピュータやt卓の普及により､計井処理能力の
育成は不要であると考えている学生である｡これに
払当する学生はわずか4%と少ないのも意外であっ
た｡なお､この型の学生には.コンピュー タやt卓
の進展により､どんな計井処理能力が新たに必要に
なってき1=かを再確認してもらいたいものである｡
4 結言吾
社会の変化の香しい今日にあって､変化に主体的
に対応する能力の育成が急務となり､｢生きる力｣
の育成を主軸とした新しい算赦.数学の教育の方向
性が示された｡
新しい教育粗への転換期の流れの中にあって､果
たして学生は.こうした流れに対応できるような資
質を身につけているかどうかを r数字を学ぶ価値｣
とr数学を学ぶ態度｣の相関から調査しf=｡
その鯖果､
①敢学で育成される論理的思考力が実生活に有用
であると肯定的に意鞍している学生は44%で
否定的な意識の学生より少ない実態であった｡
②コンピュータの進展により計算処理能力につい
ての価値旭の低下が危供されるところであるが､
計井処理能力が実生活に投に立つと*鞍してい
る学生は66%を占め､相変わらず計事処理能
力の有用性に関する意識が高いことが分かった｡
③論理的思考力や計算処理能力の有用性を意淀し
ている学生は､思考過程を重視する態度の強い
学生が多いことが分かった｡前者の割合は42
%で､後者は64%であった｡
㊥姐理的思考力や計算処理能力の有用性を意払し
ている学生は,自ら考える意欲が強いことが分か
った｡前者が44%で､後者は64%であった｡
⑤論理的思考力や計算処理能力の有用性を憲法し
ている学生は､多様な考え方を正視する態度が
高いことが分かった.前者は42%で､後者は
62%であった｡
⑥Zl理的思考力や計井処理能力の有用性を書抜し
ている学生は､誤答をI視する懸崖が高いこと
が分かった｡前者は44%で､後者は64%で
あっT=o
⑦放理的思考力や計算処理能力の有用性を忠弘し
ている学生は､コミュニケーションを重視する
態度が高いことが分かった｡前者は42%で､後
者は50%であった｡
⑧論理的思考力や計算処理能力の有用性を意識し
ている学生は､スキルを重視する態度が高いこ
とが分かった｡前者は40%で､後者は62%
であった｡
また､t卓等の普及著しい今日にあって､計
井技能中心のスキル重視の学生が90%であっ
たのには兼かされた｡どの程度の転鹿で計井技
能の習熟を回ればよいと考えているのかを聞い
てみたいものである｡
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